
令和５年度 国際戦略総合特別区域評価書 

作成主体の名称：愛知県、岐阜県、三重県、長野県、静岡県、名古屋市、豊橋市、岡崎市、

一宮市、半田市、春日井市、豊川市、津島市、碧南市、安城市、西尾市、

蒲郡市、犬山市、常滑市、江南市、小牧市、稲沢市、新城市、東海市、大

府市、知多市、知立市、尾張旭市、豊明市、日進市、愛西市、清須市、北

名古屋市、弥富市、みよし市、あま市、豊山町、大口町、蟹江町、飛島村、

岐阜市、大垣市、関市、中津川市、美濃市、瑞浪市、羽島市、恵那市、美

濃加茂市、土岐市、各務原市、可児市、郡上市、海津市、笠松町、垂井町、

神戸町、輪之内町、安八町、大野町、坂祝町、川辺町、御嵩町、津市、四

日市市、伊勢市、松阪市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、伊賀市、

木曽岬町、東員町、長野市、上田市、岡谷市、飯田市、諏訪市、伊那市、

駒ヶ根市、茅野市、下諏訪町、富士見町、辰野町、箕輪町、飯島町、南箕

輪村、松川町、高森町、喬木村、豊丘村、浜松市、島田市、富士市、磐田

市、焼津市、掛川市、清水町、名古屋港管理組合、三菱重工業株式会社、

川崎重工業株式会社、株式会社ＳＵＢＡＲＵ、東レ株式会社、川崎岐阜協

同組合、ウイングフィールド株式会社、アイコクアルファ株式会社、愛知

海運株式会社、株式会社青山製作所、曙工業株式会社、旭精機工業株式会

社、熱田起業株式会社、荒川工業株式会社、株式会社池戸製作所、株式会

社石川精工、石敏鐵工株式会社、イズテック株式会社、株式会社磯村製作

所、伊藤鉄工株式会社、株式会社エアロ、大羽精研株式会社、大見工業株

式会社、尾張精機株式会社、株式会社加藤カム技研、有限会社加藤精密工

業、株式会社加福製作所、株式会社蒲郡製作所、株式会社カマタ製作所、

木下精密工業株式会社、株式会社銀星、有限会社クズハラゴム、株式会社

グローバル・アシスト、株式会社小池製作所、株式会社弘和テック、株式

会社小坂鉄工所、株式会社近藤機械製作所、株式会社最新レーザ技術研

究センター、株式会社三技、株式会社三光製作所、株式会社三光刃物製作

所、三洋機工株式会社、株式会社真功社、シンフォニアテクノロジー株式

会社、株式会社杉浦機械、株式会社スズキプレス、株式会社関山、株式会

社髙木化学研究所、髙木工業株式会社、高砂電気工業株式会社、高須工業

株式会社、玉川工業株式会社、株式会社タマリ工業、中部日本マルコ株式

会社、株式会社ＴＥＫＮＩＡ、株式会社テックササキ、東南精機株式会

社、東陽工業株式会社、東洋航空電子株式会社、東レハイブリッドコード

株式会社、トーカロ株式会社、中村鉄工株式会社、株式会社中村鉄工所、

名古屋品証研株式会社、南天工業株式会社、株式会社西村製作所、ＰＤエ

アロスペース株式会社、ピーピージー・ジャパン株式会社、株式会社フジ
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ワラ、株式会社放電精密加工研究所、株式会社松浦、株式会社松江鉄工

所、マツダ化工株式会社、株式会社松原製作所、株式会社瑞木製作所、三

菱ケミカル株式会社、三菱重工航空エンジン株式会社、株式会社美和製

作所、三鷹製版株式会社、明光工業株式会社、株式会社名光精機、株式会

社モリタアンドカンパニー、株式会社山一ハガネ、株式会社山下工作所、

輸送機工業株式会社、株式会社吉見製作所、菱輝金型工業株式会社、株式

会社レーザックス、株式会社和田製作所、渡辺精密工業株式会社、株式会

社ＩＡＣ、アイギ工業株式会社、葵工機株式会社、旭金属工業株式会社、

株式会社天野工業、株式会社岩田製作所、株式会社岩田鉄工所、岩戸工業

株式会社、イワヰ工業株式会社、ＡＰＣエアロスペシャルティ株式会社、

恵那機器株式会社、榎本ビーエー株式会社、株式会社オイダ製作所、株式

会社大橋鉄工所、有限会社大堀研磨工業所、偕行産業株式会社、各務原航

空機器株式会社、株式会社加藤製作所、株式会社加藤製作所、金属技研株

式会社、株式会社郡上螺子、有限会社ケーテクニカ、近藤技研株式会社、

株式会社信立、有限会社角野製作所、誠和工業株式会社、株式会社太平洋

久世製作所、槌屋ティスコ株式会社、帝人株式会社、天龍コンポジット株

式会社、徳田工業株式会社、鳥羽工産株式会社、有限会社名古路鉄工所、

ナブテスコ株式会社、株式会社ナベヤ製作所、日電精密工業株式会社、日

本プレス工業株式会社、株式会社服部精工、早川工業株式会社、早川精機

工業株式会社、株式会社光製作所、有限会社フジワテック、株式会社ペテ

マス、株式会社マルケン工業、瑞浪精機株式会社、株式会社水野鉄工所、

株式会社瑞穂製作所、名北工業株式会社、メイラ株式会社、株式会社ヤシ

マ、ヨシテク工業株式会社、株式会社和興、ＮＴＮ株式会社、エバ工業株

式会社、キクカワエンタープライズ株式会社、株式会社北岡鉄工所、航空

機部品生産協同組合、真和工業株式会社、株式会社水貝製作所、大起産業

株式会社、東洋工業株式会社、東洋精鋼株式会社、株式会社トピア、株式

会社中村製作所、株式会社南条製作所、株式会社光機械製作所、光精工株

式会社、株式会社ＦＥＥＤ、扶桑工機株式会社、マコトロイ工業株式会

社、三重樹脂株式会社、株式会社ＩＨＩエアロマニュファクチャリング、

有限会社愛光電子、株式会社アップルハイテック、飯田精機株式会社、飯

田精密株式会社、イデアシステム株式会社、株式会社牛越製作所、有限会

社大島電子、岡谷熱処理工業株式会社、株式会社小野製作所、加賀ワーク

ス株式会社、株式会社共進精工、株式会社協電社、株式会社協和精工、ク

ロダ精機株式会社、株式会社乾光精機製作所、ＫＯＡ株式会社、コーエー

精機株式会社、山京インテック株式会社、三洋工具株式会社、三和ロボテ

ィクス株式会社、株式会社ＪＭＣ、シキボウ株式会社、株式会社しなの工

業、新和工機株式会社、有限会社伸和工作、株式会社ＤＡＩＫＯ ＴＯＯ

Ｌ、株式会社ダイヤ精機製作所、株式会社タカモリ、多摩川精機株式会
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社、多摩川テクノクリエイション株式会社、多摩川パーツマニュファク

チャリング株式会社、多摩川マイクロテップ株式会社、塚田理研工業株

式会社、株式会社都筑製作所、株式会社ティーエー・システム、株式会社

テク・ミサワ、株式会社デジタル・スパイス、長野鍛工株式会社、株式会

社なかみつ、ナカムラマジック株式会社、株式会社南信精機製作所、ＣＲ

ＥＳＴ ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ株式会社、株式会社ｎｉｔｔｏｈ、日本ミ

クロン株式会社、株式会社ＮＥＸＡＳ、有限会社野中製作所、株式会社ハ

イデックス、株式会社浜島精機、株式会社林精機、株式会社ピーエーイ

ー、株式会社平出精密、平沢電機株式会社、平和産業株式会社、株式会社

松本精密、有限会社丸高製作所、株式会社マルヒ、株式会社丸宝計器、株

式会社丸安精機製作所、株式会社ＭＥＴＡＬＳＭＩＴＨ、有限会社森脇

精機、株式会社矢崎製作所、株式会社ヤマト、大和電機工業株式会社、有

限会社ユーズテック、有限会社横河計器製作所、株式会社ヨシカズ、アイ

ティーオー株式会社、アツミ工業株式会社、有限会社岩倉溶接工業所、株

式会社エステック、株式会社オリオン工具製作所、金子歯車工業株式会

社、サカイ産業株式会社、株式会社桜井製作所、ＳＨＯＤＡ株式会社、城

北機業株式会社、株式会社中遠熱処理技研、株式会社テクノ・モーターエ

ンジニアリング、浜松ホトニクス株式会社、富士工業株式会社、株式会社

ブローチ研削工業所、株式会社平安コーポレーション、マシン・テック・

ヤマシタ有限会社、株式会社焼津精機、株式会社みずほ銀行、株式会社三

菱ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行、株式会社八十二銀行、株式会社静

岡銀行、株式会社清水銀行、株式会社大垣共立銀行、株式会社十六銀行、

株式会社三十三銀行、株式会社百五銀行、株式会社京都銀行、株式会社百

十四銀行、株式会社長野銀行、株式会社愛知銀行、株式会社名古屋銀行、

株式会社中京銀行、諏訪信用金庫、飯田信用金庫、アルプス中央信用金

庫、浜松磐田信用金庫、沼津信用金庫、三島信用金庫、遠州信用金庫、岐

阜信用金庫、大垣西濃信用金庫、東濃信用金庫、関信用金庫、岡崎信用金

庫、瀬戸信用金庫、知多信用金庫、豊川信用金庫、碧海信用金庫、西尾信

用金庫、蒲郡信用金庫、中日信用金庫、北伊勢上野信用金庫、桑名三重信

用金庫、株式会社商工組合中央金庫、長野県信用組合、株式会社日本政策

投資銀行、一般社団法人中部経済連合会、一般社団法人中部航空宇宙産

業技術センター、中部国際空港株式会社、名古屋商工会議所、国立大学法

人東海国立大学機構名古屋大学 

１ 国際戦略総合特別区域の名称 

アジア No.1航空宇宙産業クラスター形成特区

２ 総合特区計画の状況 
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①総合特区計画の概要

アジア最大・最強の航空宇宙産業クラスターを形成し、先端技術集約型産業である

「航空宇宙産業」を振興するとともに、自動車に続く次世代産業として育成し、「技術

立国・日本」の成長・発展を牽引するため、規制の特例措置や税制・財政・金融上の支

援措置等を活用しながら、製造コスト低減による国際競争力アップ、企業が新規立地・

設備投資しやすい環境整備、中小企業の新規参入・販路開拓支援、専門的人材の育成・

確保の推進、航空機イノベーション拠点の整備に係る取組を行っていく。 

②総合特区計画の目指す目標

究開発から設計・開発、飛行試験、製造・販売、保守管理までの一貫体制を構築し、

アジアの新興国等の追随を許さない、欧米先進地域と肩を並べるような航空宇宙関連

産業の一大集積地の形成を図り、航空宇宙産業の世界三大拠点の１つとなることを目

指すとともに、「技術立国・日本」の成長・発展を牽引していく。 

③総合特区の指定時期及び総合特区計画の認定時期

平成 23 年 12 月 22日指定

平成 24 年３月９日認定（令和５年 12月 18 日最終認定）

④前年度の評価結果

国際戦略総合特区 3.5点

・全体の進捗は新型コロナウイルス感染症の影響もあったかと考えられるが、それ以外

は順調と思われる。

・足元の回復策とあわせて、今後は、DX活用、脱炭素などポストコロナの環境変化を

踏まえ、新たな持続成長の足がかりとなるような取組にも期待したい。

・厳しい状況の中で一定の成果はあげられていると思われるが、同時に今後のアクティ

ビティ改善にも期待したい。

現地調査時の所見・指摘事項（令和６年１月 12日実施） 

（現況に係る所見） 

・本特区における推進協議会が 400 弱の団体で構成されており、航空宇宙産業の裾野

の広さが伺え、特区指定以来、順調に推移した中部地域の航空機・部品の生産高、

輸出金額は、新型コロナウイルス感染症により大きな打撃を受けたものの、昨今の

航空旅客需要の回復とともに、今後の製造需要回復に期待したいと思う。一方、高

度な技術力を維持向上するには、生産機材の導入と共に、人材の採用と育成が重要

な課題であり、社会環境や若者の職業観も変化する中、各社においても御苦労を強

いられていると推察する。航空機産業の情報発信や次世代の人材育成を目的とした

施設“あいち航空ミュージアム”があることは、地域としてこの産業への強い期待

と意気込みを感じた。
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・航空産業では、そもそも設備がなければ受注を受けられないという、産業特殊性があ

ることを知った。そのような業種において特区の支援を活用して設備投資を進める価

値は特に大きいと考えられる。その一方で、コロナ禍で大幅に落ち込んだ航空機需要

は回復局面にあるとは言え、在庫の問題もあり、新規需要/受注はまだまだ容易では

ないことがわかった。また、土地柄もあってなおさら自動車業界の方が人気があるよ

うであるが、例えば、学生のみならず保護者も対象として説明会・イベントを開催し

たり、かなり本格的な「あいち航空ミュージアム」という施設を設置するなど、航空

業界に興味を持ってもらうべく、あらゆる方面から人材確保のための取組を行ってい

ることも印象的であった。さらに、本特区にはかなり多くの自治体や企業が関わって

いるが、クラスターの重要性を認識し、実際にリードタイムの短縮などにつながった

ケースもあるとのことで、成果につながっていることが確認された。

・本特区の強みは自動車産業を中心とする集積が強固な基盤となっていることである。

航空宇宙産業は自動車産業のネットワークでの操業とは異なることも多いが、現時点

の本特区では量産部品ではなく、少数生産であるが非常に高い技術での生産に優位性

がある。航空・宇宙産業の国際的な生産ネットワークのなかでの国際競争において、

どのような強みを発揮するのか、また、どのようにその強みを発展させていくのかの

具体的な戦略も求められる。24 年度はコロナショックによる航空宇宙産業の停滞か

ら回復のためにも、参入意欲のある企業を積極的に支援する取組が継続・発展するこ

とが期待される。

（今後の対応策に係る助言） 

・視察先で航空機産業への参入のきっかけが“会長の航空機への憧れから”という話を

聞かせていただきましたが、今こそ「航空宇宙産業に対して、一層のブランド力強

化」を図るべきと考えます。また、この中部地域が航空宇宙産業の集積地であること

は、自動車ほど知られていないと思われます。一方、職業選択に当たり、親御さんか

ら宇宙・航空機産業への不安を述べるケースがあると聞いて驚きました。自身が若い

ころは未知なる宇宙への憧れ、自動車よりも航空機に格好良さを感じておりました

が、インターネットの普及、趣味の多様化、海外旅行経験の少なさやグローバル視点

の希薄さなど、社会環境の変化を受け、改めて「ものづくり」や「航空宇宙」に対し

て憧れの職業と映るよう、労働環境においても改善と工夫が必要と思われます。中小

企業によるモノづくりのまち東大阪でも職人の高齢化、人材育成が大きな課題となっ

ていますが、「若者に伝えたいんや！！町工場のおっちゃんの熱い“モノづくりの

心”」をコンセプトとして、一般社団法人大阪モノづくり観光推進協会が全国から教

育旅行誘致を熱心に行っており、従来の観光視点では立ち寄ることが無かった東大阪

の街に毎年６千人を超える中高生が訪れ、感銘を受けて帰っていきますが、職人さん

にも学生に教える喜びが加わり、モチベーションが上がっているという声も聞きま

す。ブランド力強化に、“観光”を手段として上手に活用することも検討されれば良

いと思います。

・このエリアは特に自動車業界が強い地域という印象が強く、恥ずかしながら、国際貿

易論を専門とし、ボーイングの航空機の部品のかなりの部分が日本から供給されてい
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ることを知っているような我々でもこの地域がこのように航空産業に従事している

ことを知らなかった。人材確保のために、既に自治体や企業レベルでも様々な取組

を行っているようであるが、そもそもこの地域が航空産業にかかるクラスターに

なっているという知名度を全国的にもっとあげるための取組もあると良いのではな

いか。「あいち航空ミュージアム」の更なる活用は、アピールにもつながるかもし

れない。国産ジェット旅客機「Mitsubishi Space Jet」開発中止は本特区にとって

非常に残念な話だが、少量多品種、設備投資が先など航空産業の産業特殊性をよく

理解した上で、特区の支援を積極的に活用しつつ、いかに受注の拡大につなげてい

くかがやはり今後の成長を大きく左右すると考えられる。 

・現地調査から、本特区の基盤となる自動車産業と、航空宇宙産業とでは、生産体制

や設備投資の戦略が大きく異なることが分かった。特に、航空宇宙産業では設備投

資を先行させる必要があることから、中長期的な視点での成果の評価も重要であ

る。航空宇宙産業の部品製造の国際的な生産ネットワークでの本特区の分担割合の

拡大や、安定的な供給地を目指すためにも、国際的なプロモーション活動などの支

援も必要になると思われる。

⑤前年度の評価結果を踏まえた取組状況等

航空宇宙産業関連事業者の生産能力向上が図られるよう、規制の特例措置、財政・税

制・金融支援による着実な取組を推進した。

依然として、航空宇宙産業は厳しい状況にあるが、コロナ禍収束後の回復を見据え、

中長期的な視点で事業者の生産活動支援に努めた。具体的には、需要低迷期を乗り切る

ための支援及び需要回復期を見据えた支援として、特区の特例措置・支援措置の活用の

働きかけ、新事業展開や販路開拓に向けた展示会への出展支援及び商談会のための他産

業企業とのマッチング支援、大学等と連携したセミナーや技術講座及び経営者・管理者

を対象とした知見共有に向けた講演会などを通じた幅広い人材育成の支援、小中高校

生を対象とした出前講座やワークショップ開催による機運醸成、コーディネータによ

る企業活動支援、専門家・アドバイザーの派遣、認証取得に対する助成等、多くの取

組を通じて事業者の活動を支援した。 

令和６年１月  12日に実施された現地調査における委員からの意見を踏まえ、今後も

小学生高学年向けの航空教室や中学生・高校生に向けた航空機産業に関する出前授業・

講演会等、人材育成・確保推進事業を実施するとともに、あいち航空ミュージアム等を

活用し、中部地域が航空宇宙産業の集積地であることの更なる周知を図る。また、国内

外の展示会への出展による新規参入・販路開拓支援を実施し、出展支援や専門家を活用

した商談支援の他、海外政府機関やクラスターと提携した海外企業とのマッチング機会

の提供等、国際的なプロモーション活動の支援を更に推進していく。 

⑥本年度の評価に際して考慮すべき事項

令和３年度から新たな目標を定めた計画となっており、令和７年度までに令和元年度

実績まで回復させることを目指す数値目標としている。
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３ 目標に向けた取組の進捗に関する評価（別紙１） 

① 評価指標

評価指標（１）：中部地域における航空宇宙産業の生産高[進捗度 ％] 

数値目標（１）：令和７年度までに令和元年度実績（10,818 億円）まで回復 

[令和５年度目標値 10,818億円、令和５年度実績値   億円、進捗度 ％]

※評価指数（１）は12月頃に確定予定

評価指標（２）：中部地域における航空機・部品の生産高[進捗度 ％] 

数値目標（２）：令和７年までに令和元年実績（7,796 億円）まで回復 

[令和５年目標値 7,796億円、令和５年実績値   億円、進捗度 ％]

※評価指数（２）は12月頃に確定予定

評価指標（３）：中部地域における航空宇宙関連輸出額[進捗度 60％] 

数値目標（３）：令和７年度までに令和元年度実績（3,692 億円）まで回復 

 [令和５年度目標値 3,692億円、令和５年度実績値 2,216億円、進捗度 60％] 

評価指標（４）：中部地域における航空宇宙関連の工場等の新増設件数[進捗度 200％] 

数値目標（４）：令和３年度から令和７年度までの５年間で５件の増加 

［令和５年度までの目標値３件、令和５年度までの実績値６件、進捗度 200％］ 

②寄与度の考え方

 該当なし 

③総合特区として実現しようとする目標（数値目標を含む。）の達成に、特区で実施する各

事業が連携することにより与える効果及び道筋

令和３年度から特区計画の数値目標を過去の実績値に基づいて新たに設定しており、

数値目標の目標達成に寄与する事業としては、ボーイング 787 等量産事業、ボーイング

777Ｘ開発・量産事業、宇宙機器開発・供給事業、関連中小企業の効率的な生産・供給

体制構築事業などを想定している。 

ボーイング 787等の生産レートが減少し、数値目標の達成は困難な状況にあるが、総

合特区制度の支援措置を活用し、これらの事業を着実に実行していくことにより、中長

期的な目標として、引き続きアジア最大・最強の航空宇宙産業クラスター形成を目指し

ていく。 

④目標達成に向けた実施スケジュール

令和６年度においては、航空宇宙産業の回復を見据え、総合特区制度上の工場等新

増設促進事業、国際戦略総合特区設備等投資促進税制及び総合特区支援利子補給金制

度並びに地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等の活用により、中長期的な視点

で事業者の生産活動を支援していく。 

４ 規制の特例措置を活用した事業等の実績及び自己評価（別紙２） 

①特定国際戦略事業

①－１ 工場等新増設促進事業（工場立地法）
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ア 事業の概要

本事業は、工場立地法で定める緑地面積率等について、総合特区計画認定後に市町

村が条例を定めることにより、独自に緑地面積率等を定めることができる事業であ

る。 

本事業を活用することにより、新規立地・設備投資しやすい環境の整備を進め、事

業者の生産能力の拡充を図っている。 

 令和５年度までに、条例を制定し、独自に緑地面積率等を定めている市町は、以下

の 15市町であり、これらの市町については、事業者の新規立地・設備投資しやすい

環境を整備することができている。 

名古屋市（平成25年４月施行）、半田市（平成25年４月施行）、津島市（平成27年７

月施行）、北名古屋市（平成29年12月施行）、関市（平成26年４月施行）、瑞浪市

（平成26年４月施行）、各務原市（平成24年10 月施行）、郡上市（平成27年４月施

行）、笠松町（平成26年４月施行）、垂井町（平成27年１月施行）、坂祝町（平成27年

４月施行）、津市（平成30年１月施行）、桑名市（平成30年３月施行）、鈴鹿市（平成

28年３月施行）、浜松市（平成28年７月施行） 

イ 評価対象年度における規制の特例措置の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度においては、本事業を利用しての工場等の新増設はなかったが、評価

指標（４）中部地域における航空宇宙関連の工場等の新増設件数を始め、全ての評価

指標の目標達成に寄与したと考えている。 

法基本通達） 

ア 事業の概要

本規制緩和は、㋐関税暫定措置法基本通達に定められている「減免税物品に関す

る帳簿」については、同通達に定める様式（P-1000）にかかわらず、関税暫定措置

法施行令で求めている事項が記載された社内帳簿等の利用を可能とするもの及び㋑

輸入後に税関が行う事後確認について、過去の確認実績に応じて柔軟に簡略化を図

るものであり、事後確認の実施回数や事後確認の際の抽出サンプル数の削減につい

ての運用面での措置がなされている。平成 28 年度までに、㋐及び㋑について、特区

内に立地する企業において適用事例があり、本措置を活用することにより、輸入後

に税関が行う事後確認について、過去の確認実績に応じた柔軟な簡略化(サンプル数

の削減/実施回数削減)が図られるなど、事業者における大幅な負担軽減、コスト削

減につながっている。 

　なお、令和２年度は、確認時の立会いに係る約５人分の業務負担減となったとす

る事業者や、関税暫定措置法施行令で求められる事項が記載された社内帳簿等を利

用したことで、約８人日の業務負担削減にくわえ、ペーパーレス化やリモートワー

クの推進を実現できたとする事業者があった。令和３年度においても、確認時の立

会いにかかる約５人分の業務負担減となったとする事業者や、約４人日の業務負担
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②一般国際戦略事業

②－１ 関税暫定措置法第４条（航空機部分品等の免税）の手続の簡素化（関税暫定措置



削減にくわえ、ペーパーレス化やリモートワークの推進を実現できたとする事業者

があった。また、令和４年度においても、輸入後に税関が行う事後確認について、

柔軟な簡略化が図られたことにより、通常 65～80時間の確認が０となり負担減と

なった事業者や、関税暫定措置法施行令で求められる事項が記載された社内帳簿等

を利用したことで、約 45.6 時間の業務負担削減となり、ペーパーレス化やリモート

勤務環境整備推進に寄与することができたとする事業者があった。 

イ 評価対象年度における規制の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度においては、３社において適用事例があった。輸入後に税関が行う事後

確認について、過去の確認実績に応じた柔軟な簡略化（サンプル数・実施回数の削

減）が図られたことにより、通常 50～60アイテムの確認時間（延べ 65～80 時間）が

０となり、大幅な負担削減となった事業者や、関税暫定措置法施行令で求められる事

項が記載された社内帳簿等を利用し、免税輸入依頼をした商社についても社内シス

テムの活用を推奨した結果、約 61.8時間（約８人日）の業務負担削減にくわえ、シ

ステムの活用に伴う事務の効率化、ペーパーレス化及びリモートワークの推進に寄

与することができたとする事業者があった。 

②－２ 既存工場増築に関わる建築規制の緩和（建築基準法）

れ、事業者における生産能力拡充による増産対応の実現とコスト低減などにつ

ながった。

イ 評価対象年度における規制の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度においては、活用実績がなかった。

②－３ 工場立地法における重複緑地の算入率拡大及び壁面緑化の面積の算定制限の撤廃

（工場立地法） 

ア 事業の概要

総合特区計画認定後に市町村が条例で重複緑地の算入率を独自に定めることや、地

方公共団体が個別に規則等を制定することにより、壁面緑地の面積算定方法を独自に

定めることができる。本措置を活用することにより、事業者における緑地率の確保手

段の自由度が高まり、工場等の新増設に当たってのレイアウト等の自由度が向上す

る。これにより、新規立地・設備投資しやすい環境整備が進み、事業者の生産能力の

拡充が図られる。 
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ア 事業の概要

本規制緩和は、既存不適格建築物について、増改築部分が現行基準に適合し、

既存部分が現行基準に準ずる基準（耐震診断基準等）に適合する場合等には、既

存部分の延べ面積の２分の１を超える大規模な増改築を可能とするものである。

本措置を活用することにより、既存工場の拡張に当たってのレイアウト等の自由

度が向上し、コスト低減などにつながる。

平成25年度に当該措置の活用事例があり、既存工場内において増築工事が実施さ



令和５年度までに以下の 15 市町が、重複緑地の算入率について条例を制定し、独

自に定めている。これらの市町については、企業の新規立地・設備投資しやすい環

境を整備することができている。 

名古屋市（平成25年４月施行）、半田市（平成25年４月施行）、津島市（平成27年７

年施行）、北名古屋市（平成29年12月施行）、関市（平成26年４月施行）、瑞浪市

（平成26年４月施行）、各務原市（平成24年10月 施行）、郡上市（平成27年４月施

行）、笠松町（平成26年４月施行）、垂井町（平成27年１月施行）、坂祝町（平成27年

４月施行）、津市（平成30年１月施行）、桑名市（平成30年３月施行）、鈴鹿市（平成

28年３月施行）、浜松市（平成28年７月施行） 

 また、名古屋市において、個別に規則等を制定し、壁面緑地の面積算定方法を独

自に定めている。 

イ 評価対象年度における規制の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度に新たに条例を制定した市町村はなかったが、企業が新規立地・設備投

資しやすい環境の整備は着実に進んでいると考えている。 

③規制の特例措置の提案

令和５年度においては、規制の特例措置の提案は行っていない。事業者を中心に広く意

見を募るも意見はなく、新たな規制の特例措置に対する提案は行わなかった。 

５ 財政・税制・金融支援の活用実績及び自己評価 

①財政支援：評価対象年度における事業件数０件

平成 28年度まで、人材育成・確保推進事業に関し、継続的に財政支援要望を行ってき

たが、関係府省の対応方針を鑑みて、実現の可能性が極めて低いと思われたため、平成

29 年度から要望を取り下げた。 

  今後、事業者から寄せられる要望を検討し、財政支援要望が可能なものは積極的に行っ

ていきたい。 

②税制支援：評価対象年度における適用件数２件

②－１ ボーイング 787等量産事業（国際戦略総合特区設備等投資促進税制）

ア 事業の概要

特区内で、ボーイング 787等量産事業の用に供する機械、建物等を取得した場合、

法人税の軽減が受けられるもの。本制度を活用することにより、事業者の設備投資が

促進され、生産能力の拡充が図られる。 

イ 評価対象年度における税制支援の活用状況と目標達成への寄与

ボーイング 787 は、令和３年から一時的に出荷が停止されていたが、令和４年８月

に出荷が再開された。今後、生産レートの引上げが見込まれる中、令和５年度におい

ては、本制度を活用し、１法人が設備投資を行い、ボーイング 787 等の部品量産に対

応するための生産能力の拡充を図ることができた。生産能力の拡充は、本事業におけ
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る生産高や雇用者数、輸出額等の増につながるものであり、目標達成に大きく寄与

したものと考えている。 

ウ 将来の自立に向けた考え方

地方公共団体においては、地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を講じ、事

業者の生産能力の拡充等を引き出す環境整備に努めている。また、事業者において

は、地域独自の支援措置や国際戦略総合特区設備等投資促進税制等を活用した設備投

資を行うことにより、生産能力を拡充するとともに、財務基盤の強化を図っている。

こうした地方公共団体や事業者による生産能力の拡充への取組が、将来の自立につな

がるものと考えている。 

②－２ ボーイング 777Ｘ開発・量産事業（国際戦略総合特区設備等投資促進税制）

ア 事業の概要

特区内で、ボーイング 777Ｘ開発・量産事業の用に供する機械、建物等を取得した

場合、法人税の軽減が受けられるもの。本制度を活用することにより、事業者の設備

投資が促進され、生産能力の拡充が図られる。 

イ 評価対象年度における税制支援の活用状況と目標達成への寄与

コロナ禍の収束による旅客需要の大幅な回復と共に、ボーイング 777Ｘの生産回復

が見込まれる中、令和５年度においては、本制度を活用し、１法人が設備投資を行

い、ボーイング 777Ｘ等の部品量産に対応するための生産能力の拡充を図ることがで

きた。生産能力の拡充は、本事業における生産高や雇用者数、輸出額等の増につなが

るものであり、航空宇宙産業の国際競争力の強化及び目標達成に大きく寄与したもの

と考えている。 

ウ 将来の自立に向けた考え方

地方公共団体においては、地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を講じ、事

業者の生産能力の拡充等を引き出す環境整備に努めている。また、事業者において

は、地域独自の支援措置や国際戦略総合特区設備等投資促進税制等を活用した設備投

資を行うことにより、生産能力を拡充するとともに、財務基盤の強化を図っている。

こうした地方公共団体や事業者による生産能力の拡充への取組が、将来の自立につな

がるものと考えている。 

③金融支援（利子補給金）：評価対象年度における新規契約件数０件

③－１ ボーイング 777Ｘ開発・量産事業（国際戦略総合特区支援利子補給金）

ア 事業の概要

ボーイング 777Ｘ開発・量産事業を実施する事業者が、金融機関からの融資により

資金調達を行う場合に、政府が金融機関に対し利子補給金を支給するもの。これによ

り事業者の金利負担の軽減が図られ、円滑な事業実施につながる。本制度を活用する

ことにより、事業者の設備投資が促進され、生産能力の拡充が図られる。 
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イ 評価対象年度における金融支援の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度に新たな活用はなかった。

ウ 将来の自立に向けた考え方

地方公共団体においては、地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を講じ、事

業者の生産能力の拡充等を引き出す環境整備に努めている。また、事業者において

は、地域独自の支援措置や国際戦略総合特区支援利子補給金等を活用した設備投資を

行うことにより、生産能力を拡充するとともに、財務基盤の強化を図っている。こう

した地方公共団体や事業者による生産能力の拡充への取組が、将来の自立につながる

ものと考えている。 

③－２ ボーイング 787等量産事業（国際戦略総合特区支援利子補給金）

ア 事業の概要

ボーイング 787等量産事業を実施する事業者が、金融機関からの融資により資金調

達を行う場合に、政府が金融機関に対し利子補給金を支給するもの。これにより事業

者の金利負担の軽減が図られ、円滑な事業実施につながる。本制度を活用することに

より、事業者の設備投資が促進され、生産能力の拡充が図られる。 

イ 評価対象年度における金融支援の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度に新たな活用はなかった。

ウ 将来の自立に向けた考え方

地方公共団体においては、地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を講じ、事

業者の生産能力の拡充等を引き出す環境整備に努めている。また、事業者において

は、地域独自の支援措置や国際戦略総合特区支援利子補給金等を活用した設備投資を

行うことにより、生産能力を拡充するとともに、財務基盤の強化を図っている。こう

した地方公共団体や事業者による生産能力の拡充への取組が、将来の自立につながる

ものと考えている。 

③－３ 宇宙機器開発・供給事業（国際戦略総合特区支援利子補給金）

ア 事業の概要

宇宙機器開発・供給事業を実施する事業者が、金融機関からの融資により資金調達

を行う場合に、政府が金融機関に対し利子補給金を支給するもの。これにより事業者

の金利負担の軽減が図られ、円滑な事業実施につながる。本制度を活用することによ

り、事業者の設備投資が促進され、生産能力の拡充が図られる。 

イ 評価対象年度における金融支援の活用状況と目標達成への寄与

令和５年度に新たな活用はなかった。
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ウ 将来の自立に向けた考え方

地方公共団体においては、地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を講じ、事

業者の生産能力の拡充等を引き出す環境整備に努めている。また、事業者において

は、地域独自の支援措置や国際戦略総合特区支援利子補給金等を活用した設備投資を

行うことにより、生産能力を拡充するとともに、財務基盤の強化を図っている。こう

した地方公共団体や事業者による生産能力の拡充への取組が、将来の自立につながる

ものと考えている。 

６ 地域独自の取組の状況及び自己評価（別紙３） 

（地域における財政・税制・金融上の支援措置、規制緩和・強化等、体制強化、関連す

る民間の取組等） 

  自治体を始めとする各構成員が航空宇宙産業を支援するため、様々な独自の取組を行っ

ており、特区制度とあわせて利用することで、事業者の設備投資や研究開発・実証実験等

のための環境整備を図っている。具体的には、補助金などの財政支援の他、地方税の減免

といった税制支援、融資制度などの金融支援、自治体の権限の範囲内での各種規制緩和が

ある。 

また、自治体等による人材育成の取組や販路開拓支援、航空宇宙産業への新規参入支

援、事業者の試験研究開発への支援など、航空宇宙産業の振興のため、あらゆる面から支

援を行っている。 

なお、航空宇宙産業を取り巻く状況や今後の展望を踏まえた上で、地域独自の取組を含

めた特区における取組について、パンフレットを作成し、ホームページと合わせて情報発

信を行っている。 

このような地域独自の取組を強力に推進していくことが、本特区の掲げる目標の達成に

大いに寄与している。 

　令和５年度は、総合特区制度上の国際戦略総合特区設備等投資促進税制及び地域独自の

税制・財政・金融上の支援措置等の活用により、大手機体メーカーを始めとした、特区内

の多くの航空宇宙産業関連事業者の生産能力の増強に向けた環境を整備し、総合特区計画

を着実に推進した。しかしながら、ボーイング 787 等の生産レートが減少し、数値目標の

達成は困難な状況となった。令和６年度も航空宇宙産業は厳しい状況にあるが、ジェット

旅客機の運航機数は、今後 20 年間で 1.6倍に増加すると予測され、中長期的に航空機産

業は大変有望な成長産業であり、また、宇宙関連事業においても、中部地域は、国産基幹

ロケットの製造・組立ての中核をなしており、我が国が進める宇宙関連産業の拡大への貢

献が期待されている。この需要回復局面において、総合特区としての取組を継続しなが

ら、航空機需要の回復及び航空宇宙産業全体の回復を見据え、中長期的な視点で事業者の

生産活動支援に努めることにより、総合特区計画の一層の推進に寄与していく。 
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別紙１

■目標に向けた取組の進捗に関する評価

当初（令和元年度） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標値 10,818億円 10,818億円 10,818億円 10,818億円 10,818億円

実績値 6,843億円 6,146億円

進捗度（％） 63% 57% 0% 0% 0%

※寄与度：一つの評価指標に対して複数の数値目標がある場合、それぞれの数値目標が評価指標に与える寄与度を記入してください。

目標達成の考え方及び目標達成に向けた主な取組、関連
事業

各年度の目標設定の考え方や数値の根拠等
※定性的評価の場合は、各年度の目標

進捗状況に係る自己評価（進捗が遅れている場合の要因
分析）

本特区の政策課題である「アジア最大・最強のクラスター形成による航空宇宙産業の国際競争力の強化と世界シェアの拡
大」の実現に向けて、コロナ禍収束後の航空機需要回復を見据え、中部地域における航空宇宙産業の生産高を令和元年
度実績（10,818億円）まで回復させることを目指した数値目標としている。数値目標を達成するため、令和５年度は、コロナ禍
収束後の回復を見据え、工場等新増設促進事業、国際戦略総合特区設備等投資促進税制及び総合特区支援利子補給金
制度並びに地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用し、事業者の生産能力の拡充を図った。また、地域におい
て、需要低迷期を乗り切るための支援や需要回復期を見据えた支援として、新事業展開や販路開拓に向けた展示会・商談
会への出展支援や他産業企業とのマッチング支援、大学等と連携したセミナーや技術講座及び経営者・管理者を対象とし
た知見共有に向けた講演会などを通じた幅広い人材育成の支援、小中高校生を対象とした出前講座やワークショップ開催
による機運醸成、専門家やアドバイザー派遣、コーディネータによる企業活動支援、認証取得に対する助成等、多くの取組
を通じて事業者の活動を支援した。航空宇宙産業は引き続き厳しい状況にあるが、ジェット旅客機の運航機数は、今後20年
間で1.6倍に増加すると予測され、中長期的に航空機産業は大変有望な成長産業であり、また、宇宙関連事業においても、
中部地域は、国産基幹ロケットの製造・組立ての中核をなしており、我が国が進める宇宙関連産業の拡大への貢献が期待
されている。この需要回復局面において、総合特区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用
して、中長期的な目標として、引き続きアジア最大・最強の航空宇宙産業クラスター形成を目指していく。

新型コロナウイルス感染症の影響により、航空旅客需要が低迷する中にあって、航空機需要、生産の回復は令和６年度以
降になると見込まれていることから、令和７年度までに令和元年度実績まで回復させることを目指した目標値を設定した。

※本評価指標については、一般社団法人日本航空宇宙工業会が毎年公表している「航空宇宙産業データベース」等により
算出するため、12月頃差し替え予定。

代替指標又は定性的評価の考え方
※数値目標の実績に代えて代替指標又は定性的な評価を
用いる場合

外部要因等特記事項

数値目標（１）
令和元年度実績(10,818億円)ま

で回復

寄与度(※)：-（％）

評価指標（１）
中部地域における
航空宇宙産業の生

産高
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別紙１

■目標に向けた取組の進捗に関する評価

当初（令和元年度） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標値 7,796億円 7,796億円 7,796億円 7,796億円 7,796億円

実績値 7,796億円 4,151億円 3,753億円

進捗度（％） 53% 48% 0% 0% 0%

※本評価指標については、一般社団法人日本航空宇宙工業会が毎年公表している「航空宇宙産業データベース」等により
算出するため、12月頃差し替え予定。

外部要因等特記事項

※寄与度：一つの評価指標に対して複数の数値目標がある場合、それぞれの数値目標が評価指標に与える寄与度を記入してください。

目標達成の考え方及び目標達成に向けた主な取組、関連
事業

本特区の政策課題である「アジア最大・最強のクラスター形成による航空宇宙産業の国際競争力の強化と世界シェアの拡
大」の実現に向けて、コロナ禍収束後の航空機需要回復を見据え、中部地域における航空機・部品の生産高を令和元年度
実績（7,796億円）まで回復させることを目指した数値目標としている。数値目標を達成するため、令和５年度は、コロナ禍収
束後の回復を見据え、工場等新増設促進事業、国際戦略総合特区設備等投資促進税制及び総合特区支援利子補給金制
度並びに地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用し、事業者の生産能力の拡充を図った。また、地域において、
需要低迷期を乗り切るための支援や需要回復期を見据えた支援として、新事業展開や販路開拓に向けた展示会・商談会へ
の出展支援や他産業企業とのマッチング支援、大学等と連携したセミナーや技術講座及び経営者・管理者を対象とした知見
共有に向けた講演会などを通じた幅広い人材育成の支援、小中高校生を対象とした出前講座やワークショップ開催による
機運醸成、専門家やアドバイザー派遣、コーディネータによる企業活動支援、認証取得に対する助成等、多くの取組を通じ
て事業者の活動を支援した。航空宇宙産業は引き続き厳しい状況にあるが、ジェット旅客機の運航機数は、今後20年間で
1.6倍に増加すると予測され、中長期的に航空機産業は大変有望な成長産業であり、また、宇宙関連事業においても、中部
地域は、国産基幹ロケットの製造・組立ての中核をなしており、我が国が進める宇宙関連産業の拡大への貢献が期待され
ている。この需要回復局面において、総合特区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用し
て、中長期的な目標として、引き続きアジア最大・最強の航空宇宙産業クラスター形成を目指していく。

各年度の目標設定の考え方や数値の根拠等
※定性的評価の場合は、各年度の目標

新型コロナウイルス感染症の影響により、航空旅客需要が低迷する中にあって、航空機需要、生産の回復は令和６年度以
降になると見込まれていることから、令和７年度までに令和元年度実績まで回復させることを目指した目標値を設定した。

評価指標（２）
中部地域における
航空機・部品の生

産高

数値目標（２）
令和元年度実績(7,796億円)ま

で回復

寄与度(※)：-（％）

代替指標又は定性的評価の考え方
※数値目標の実績に代えて代替指標又は定性的な評価を
用いる場合

進捗状況に係る自己評価（進捗が遅れている場合の要因
分析）
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別紙１

■目標に向けた取組の進捗に関する評価

当初（令和元年度） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標値 3,692億円 3,692億円 3,692億円 3,692億円 3,692億円

実績値 3,692億円 1,021億円 1,618億円 2,216億円

進捗度（％） 28% 44% 60% 0% 0%

※寄与度：一つの評価指標に対して複数の数値目標がある場合、それぞれの数値目標が評価指標に与える寄与度を記入してください。

評価指標（３）
中部地域における
航空宇宙関連輸出

額

数値目標（３）
令和元年度実績(3,692億円)ま

で回復

寄与度(※)：-（％）

代替指標又は定性的評価の考え方
※数値目標の実績に代えて代替指標又は定性的な評価を
用いる場合

目標達成の考え方及び目標達成に向けた主な取組、関連
事業

本特区の政策課題である「アジア最大・最強のクラスター形成による航空宇宙産業の国際競争力の強化と世界シェアの拡
大」の実現に向けて、コロナ禍収束後の航空機需要回復を見据え、中部地域における航空宇宙産業の生産高の拡大を図
ることと合わせて、中部地域における航空宇宙関連輸出額を令和元年度実績（3,692億円）まで回復させることを目指した数
値目標としている。数値目標を達成するため、令和５年度は、コロナ禍収束後の回復を見据え、工場等新増設促進事業、国
際戦略総合特区設備等投資促進税制及び総合特区支援利子補給金制度並びに地域独自の税制・財政・金融上の支援措
置等を活用し、事業者の生産能力の拡充を図った。また、地域において、需要低迷期を乗り切るための支援や需要回復期
を見据えた支援として、新事業展開や販路開拓に向けた展示会・商談会への出展支援や他産業企業とのマッチング支援、
大学等と連携したセミナーや技術講座及び経営者・管理者を対象とした知見共有に向けた講演会などを通じた幅広い人材
育成の支援、小中高校生を対象とした出前講座やワークショップ開催による機運醸成、専門家やアドバイザー派遣、コー
ディネータによる企業活動支援、認証取得に対する助成等、多くの取組を通じて事業者の活動を支援した。航空宇宙産業
は引き続き厳しい状況にあるが、ジェット旅客機の運航機数は、今後20年間で1.6倍に増加すると予測され、中長期的に航
空機産業は大変有望な成長産業であり、また、宇宙関連事業においても、中部地域は、国産基幹ロケットの製造・組立ての
中核をなしており、我が国が進める宇宙関連産業の拡大への貢献が期待されている。この需要回復局面において、総合特
区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用して、中長期的な目標として、引き続きアジア最
大・最強の航空宇宙産業クラスター形成を目指していく。

各年度の目標設定の考え方や数値の根拠等
※定性的評価の場合は、各年度の目標

新型コロナウイルス感染症の影響により、航空旅客需要が低迷する中にあって、航空機需要、生産の回復は令和６年度以
降になると見込まれていることから、令和７年度までに令和元年度実績まで回復させることを目指した目標値を設定した。

進捗状況に係る自己評価（進捗が遅れている場合の要因
分析）

令和５年度は目標値を下回る結果となるも、令和４年度と比較して37.0％増となった。令和７年度の目標達成に向け、今後
の需要回復局面において、引き続き、総合特区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用し、
中長期的な視点で事業者の生産活動支援に努めることにより、総合特区計画の一層の推進に寄与していく。

外部要因等特記事項
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別紙１

■目標に向けた取組の進捗に関する評価

当初（令和元年度） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

目標値 1件 2件 3件 4件 5件

実績値（累計） 4件 4件 6件

進捗度（％） 400% 200% 200% 0% 0%

※寄与度：一つの評価指標に対して複数の数値目標がある場合、それぞれの数値目標が評価指標に与える寄与度を記入してください。

評価指標（４）
中部地域における
航空宇宙関連の工
場等の新増設件数

数値目標（４）
5年間で5件の増加

寄与度(※)：-（％）

代替指標又は定性的評価の考え方
※数値目標の実績に代えて代替指標又は定性的な評価を
用いる場合

目標達成の考え方及び目標達成に向けた主な取組、関連
事業

本特区の政策課題である「アジア最大・最強のクラスター形成による航空宇宙産業の国際競争力の強化と世界シェアの拡
大」の実現のためには、新たに工場等を新増設し、当地域における航空宇宙産業の生産能力を拡充させることが不可欠で
あることから、愛知・岐阜・三重・長野・静岡地域における航空宇宙関連の工場等の新増設件数を５年間で５件の増加を数
値目標としている。数値目標を達成するため、令和５年度は、コロナ禍収束後の回復を見据え、工場等新増設促進事業、国
際戦略総合特区設備等投資促進税制及び総合特区支援利子補給金制度並びに地域独自の税制・財政・金融上の支援措
置等を活用し、事業者の設備投資を促進した。航空宇宙産業は引き続き厳しい状況にあるが、ジェット旅客機の運航機数
は、今後20年間で1.6倍に増加すると予測され、中長期的に航空機産業は大変有望な成長産業であり、また、宇宙関連事業
においても、中部地域は、国産基幹ロケットの製造・組立ての中核をなしており、我が国が進める宇宙関連産業の拡大への
貢献が期待されている。この需要回復局面において、総合特区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措
置等を活用して、中長期的な目標として、引き続きアジア最大・最強の航空宇宙産業クラスター形成を目指していく。

各年度の目標設定の考え方や数値の根拠等
※定性的評価の場合は、各年度の目標

新型コロナウイルス感染症による影響のため、工場等の新増設が見込めない中においても、５年間で５件の増加を目指した
目標値を設定した。

進捗状況に係る自己評価（進捗が遅れている場合の要因
分析）

令和５年度における目標値に対する進捗度は、200％と目標値を大幅に上回った。依然として、航空宇宙産業は厳しい状況
にあるが、引き続き、総合特区制度の支援措置や地域独自の税制・財政・金融上の支援措置等を活用して、中長期的な視
点で事業者の生産活動支援に努めることにより、総合特区計画の一層の推進に寄与していく。

外部要因等特記事項
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別紙２

関連する数値目標

数値目標(1)(2)(3)(4)

国との協議の結果、現時点で実現可能なことが明らかになった措置による事業（本文４②に記載したものを除く。）

関連する数値目標
評価対象年度における

活用の有無

― ―

国との協議の結果、全国展開された措置を活用した事業（本文４②に記載したものを除く。）

関連する数値目標
評価対象年度における

活用の有無

― ―

■規制の特例措置等を活用した事業の実績及び評価
規制の特例措置を活用した事業

特定（国際戦略／地域活性化）事業の名称（事業の詳細は本文４①を参照） 規制所管府省による評価

規制所管府省名：経済産業省
■ 特例措置の効果が認められる
□ 特例措置の効果が認められない

⇒□要件の見直しの必要性あり
□ その他

※関連する数値目標の欄には、別紙１の評価指標と数値目標の番号を記載してください。

＜特記事項＞
①上記評価理由
評価指標（４）中部地域における航空宇宙関連の工場等の新増
設件数を始め、全ての評価指標の目標達成に寄与したため。

②同規制特例措置の全国展開の可否、全国展開に向けた今
後の検討の方向性
本事業については、国家戦略特別区域法に基づく特例（同法第
２０条の２）にて同様の措置を実施しており、全国展開の可否に
ついては同制度において、評価・検討することとされている。そ
のため、総合特区制度に基づく本事業の全国展開については、
国家戦略特別区域法に基づく制度と同様に、現行の特例措置
の活用状況及びその効果の評価にくわえ、工場立地法の法目
的「工場立地が環境の保全を図りつつ適正に行われる」（第１
条）を踏まえ、環境への影響という弊害の有無等についても、実
際の導入事例における実績に照らしつつ、客観的な根拠に基
づき評価を行い、その可否について検討を行う必要がある。

工場等新増設促進事業（経産A001）

現時点で実現可能なことが明らかになった
措置による事業の名称

備考
（活用状況等）

―

全国展開された事業の名称
備考

（活用状況等）

―該当なし

該当なし
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別紙３
■地域独自の取組の状況及び自己評価（地域における財政・税制・金融上の支援措置、規制緩和・強化等、体制強化、関連する民間の取組等）
財政・税制・金融上の支援措置

財政支援措置の状況
事業名 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

「21世紀高度先端産業立地補助
金」（愛知県）等、認定地方公
共団体による補助金・助成措置
（240制度）

事業者が工場新設や設備投資する際
に、補助金等により財政支援を行うも
の。

数値目標(1)(2)(3)(4) 補助対象件数3,159件（うち航空宇宙
関連83件）
補助額39,221百万円（うち航空宇宙関
連302百万円）

愛知県、名古屋市、豊橋市、岡崎
市、一宮市、半田市、春日井市、津
島市、碧南市、安城市、西尾市、蒲
郡市、犬山市、常滑市、江南市、小
牧市、稲沢市、新城市、東海市、大
府市、知多市、知立市、尾張旭市、
豊明市、日進市、愛西市、清須市、
弥富市、みよし市、あま市、豊山
町、大口町、蟹江町、岐阜県、岐阜
市、大垣市、関市、中津川市、美濃
市、瑞浪市、羽島市、恵那市、美濃
加茂市、土岐市、各務原市、可児
市、郡上市、海津市、笠松町、垂井
町、神戸町、安八町、大野町、坂祝
町、川辺町、御嵩町、輪之内町、三
重県、津市、四日市市、伊勢市、松
阪市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、い
なべ市、伊賀市、東員町、木曽岬
町、長野県、長野市、上田市、岡谷
市、飯田市、諏訪市、伊那市、駒ヶ
根市、茅野市、下諏訪町、富士見
町、辰野町、箕輪町、飯島町、南箕
輪村、松川町、喬木村、静岡県、浜
松市、島田市、富士市、磐田市、焼
津市、掛川市、清水町
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税制支援措置の状況
事業名 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

産業立地促進税制（愛知県）
等、認定地方公共団体による税
制支援措置（109制度）

事業者が設備等を新規取得した場合の
新規取得設備等に係る固定資産税の軽
減など、設備投資がしやすい環境を整
備するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 減税対象見込件数2,523件（うち航空
宇宙関連45件）
減税見込額9,043百万円（うち航空宇
宙関連42百万円）

愛知県、名古屋市、豊橋市、岡崎
市、一宮市、半田市、春日井市、津
島市、碧南市、安城市、西尾市、蒲
郡市、犬山市、常滑市、江南市、小
牧市、稲沢市、新城市、東海市、大
府市、知多市、知立市、尾張旭市、
豊明市、日進市、清須市、愛西市、
北名古屋市、弥富市、みよし市、あ
ま市、豊山町、大口町、蟹江町、飛
島村、岐阜市、大垣市、笠松町、垂
井町、関市、中津川市、美濃市、瑞
浪市、美濃加茂市、土岐市、各務原
市、坂祝町、川辺町、郡上市、神戸
町、安八町、御嵩町、海津市、津
市、四日市市、伊勢市、松阪市、桑
名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、
伊賀市、木曽岬町、東員町、長野
県、長野市、上田市、岡谷市、飯田
市、諏訪市、伊那市、駒ヶ根市、茅
野市、下諏訪町、富士見町、箕輪
町、飯島町、南箕輪村、松川町、高
森町、喬木村、豊丘村、浜松市、磐
田市、焼津市、富士市、掛川市、清
水町
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金融支援措置の状況
事業名 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

事業所建設等促進資金融資制度
等、認定地方公共団体による金
融支援措置（12制度）

事業者への設備資金や運転資金の貸
付、利子補給、保証料補助などをする
もの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 融資対象件数159件（うち航空宇宙関
連０件）
融資額993百万円（うち航空宇宙関連
０百万円）

岐阜県、岐阜市、鈴鹿市、長野県、
長野市、上田市、岡谷市、飯島町、
静岡県、富士市

規制緩和・強化等
規制緩和

取組 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名
総合特区法に基づく条例による
緑地面積率の緩和

緑地面積率等の規制を緩和し、企業が
新規立地・設備投資しやすい環境整備
を図るもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 工場立地法に基づく緑地面積率（20％
以上）、環境施設面積率（25％以
上）、重複緑地面積参入率（25％以
内）を緩和し、特区エリア内において
航空宇宙産業関連事業者が、新規立
地・設備投資しやすい環境整備を図る
ことができている。

名古屋市、半田市、津島市、北名
古屋市、関市、瑞浪市、各務原
市、郡上市、笠松町、垂井町、坂
祝町、鈴鹿市、津市、桑名市、浜
松市

地域未来投資促進法に基づく条
例による緑地面積率の緩和

緑地面積率等の規制を緩和し、企業が
新規立地・設備投資しやすい環境整備
を図るもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 工場立地法で定める緑地面積率（20％
以上）を緩和することにより、企業が
新規立地・設備投資しやすい環境整備
を図ることができている。

西尾市、蒲郡市、弥富市、豊山
町、飛島村、大垣市、可児市、海
津市、桑名市、松川町

工場立地法に基づく条例による
緑地面積率の緩和

緑地面積率等の規制を緩和し、企業が
新規立地・設備投資しやすい環境整備
を図るもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 工場立地法で定める緑地面積率（20％
以上）、環境施設面積率（25％以上）
などを緩和し、企業が新規立地・設備
投資しやすい環境整備を行うことがで
きており、生産施設の増設が行われ
た。

名古屋市、豊橋市、岡崎市、一宮
市、春日井市、津島市、碧南市、安
城市、西尾市、蒲郡市、犬山市、常
滑市、江南市、小牧市、稲沢市、東
海市、大府市、知多市、知立市、尾
張旭市、豊明市、弥富市、豊山町、
大口町、岐阜市、中津川市、美濃
市、美濃加茂市、神戸町、安八町、
川辺町、四日市市、伊勢市、木曽岬
町、長野市、上田市、伊那市、駒ケ
根市、茅野市、富士見町、箕輪町、
飯島町、南箕輪村、松川町、高森
町、浜松市、島田市、富士市、磐田
市、清水町
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中部国際空港島内での超大型貨
物輸送に係る許可手続につい
て、複数の許可権者が連携した
手続の合理化・期間の短縮化等
の検討

中部国際空港島内の超大型貨物輸送に
必要な手続をまとめた手引きの作成、
関係機関の申請様式への一括入力が可
能な「ワンライティングフォーマッ
ト」の作成・公開を行った。

数値目標(1)(2)(3)(4) 超大型貨物輸送に係る許可手続の合理
化・期間の短縮化。

愛知県、愛知県企業庁、常滑市、中
部国際空港株式会社等

企業立地促進法に基づく条例を
廃止する条例の経過措置による
緑地面積率の緩和

企業立地促進法の経過措置により、重
点促進区域については、敷地面積に対
する緑地面積の割合を５％以上、敷地
面積に対する環境施設面積の割合を
10％以上に緩和するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 市条例により緑地面積率等を緩和し、
事業者が新規立地・設備投資しやすい
環境整備を図ることができている。

川辺町

規制強化
取組 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

該当なし

その他
取組 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

中堅・中小企業の新規参入・販路開拓
支援等により商談機会を増加し、特区
の推進につなげるもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) エアロマート名古屋2023、パリ・
エアショー2023に出展する特区内
企業に対して、出展支援や専門家
を活用した商談支援の他、海外政
府機関やクラスターと連携した海
外企業とのマッチング機会の提供
等を実施した。

愛知県、名古屋市、一般社団法人
中部航空宇宙産業技術センター

ロボット・航空宇宙フェスタふくしま
2023での中小企業に対する出展・商談
支援を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 「ロボット・航空宇宙フェスタふ
くしま2023」を福島県より受託
し、センター会員企業を中心に、
視察・商・相談会への勧誘事業を
実施

一般社団法人中部航空宇宙産業技
術センター

国内外の展示会への出展による
新規参入・販路開拓支援
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宇宙航空研究開発機構（JAXA）
名古屋空港飛行研究拠点が入居
する愛知県飛行センターの管
理・運営

実験用航空機の飛行実証試験が滞りな
く行われるよう、施設を適正に管理・
運営するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 同拠点に導入している実験用航空機
「飛翔」により、飛行実証試験が行わ
れ、次世代航空機の開発に寄与。

愛知県

中小企業の認証取得支援 中小企業の航空機産業への新規参入や
県内企業の認証取得を促進することに
よる裾野拡大を図るもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空機部品製造認証支援事業におい
て、取得支援事業３社、運用支援事業
１社に専門家を派遣する支援を実施。

愛知県

航空宇宙産業の事業者の円滑な生産活
動を支えるとともに、航空宇宙産業の
裾野拡大にも資することができるよ
う、国際ビジネスを担う人材や技術者
等、各階層の人材育成を体系的に実施
するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空宇宙産業に携わる人材を育成・確
保
・若手社員向け航空機産業勉強会
37人
・海外販路開拓勉強会　36人
・航空機産業製造人材育成養成講座
1,259人（オンデマンド配信）
・航空宇宙設計演習講座　60人
・インターンシップ　延べ35人

(オンライン含む。）

愛知県、名古屋市、中部大学人材育成・確保推進事業
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・将来を担う人材の育成
・大学と連携したリカレント教育
・大学等との連携セミナー
・若手技術者を対象とした試験評価講
座
・経営者・管理者を対象とした知見共
有に向けた講演会

数値目標(1)(2)(3)(4) ①将来を担う人材の育成
1)小学生高学年向けの航空教室（受講
者　15名）
2)中学生・高校生に向けた航空機産業
に関する出前授業・講演会（出前授
業:中学校２校・高校２校、JAXAとの
連携による中学生向けの航空技術体験
スクール　参加者15名）
②大学と連携したリカレント教育
ANACの一員として「航空宇宙製造人

材育成講座」の中部大学への委託・
実施。講座回数は５回、オンライン
受講者数は延べ1,259名。
③大学等との連携セミナー
1)東海国立大学機構航空宇宙生産技術
開発センターとの連携による航空宇宙
の生産技術に関するセミナーを開催。
参加者17名。
2)JAXA、愛知県と連携してDX技術に係
るセミナーを開催。参加者55名。
3)エアロマート名古屋で中部経産局と
共催で高専・大学生向けの航空宇宙産
業イメージアップイベントを実施。参
加者約100名。
④若手技術者を対象とした試験評価講
座（受講者８名）
⑤経営者・管理者を対象とした知見
（戦訓）共有に向けた講演会
　第１回講演会：金属及び複合材の
３Dプリンターの利活用(参加者40名)
　第２回講演会：ヘリコプター、装備
品等の認証取得(参加者34名)

一般社団法人中部航空宇宙産業技
術センター

あいち航空ミュージアムの管
理・運営

航空宇宙産業の理解、興味の拡大のた
め、あいち航空ミュージアムの管理・
運営を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空宇宙産業の理解、興味の拡大のた
め、あいち航空ミュージアムを開館し
その運営を行った。

愛知県
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「ドリームリフター・オペレー
ションズ・センター」の整備

ボーイング787型機の部位輸送をより
円滑に実施するため、部位を「ドリー
ムリフター」に搭載するまでの間、一
時的に保管する「ドリームリフター・
オペレーションズ・センター（DOC
１）」を平成26年３月に本格稼働さ
せた。
さらに、平成28年７月に「ドリーム
リフター・オペレーションズ・セン
ター２（DOC２）」を稼働させた。

数値目標(1)(2)(3)(4) ドリームリフター・オペレーション
ズ・センター（DOC１）の稼働によ
り、ボーイング787型機の各部位をド
リームリフターの運航スケジュールに
合わせることなく、事前に中部空港に
搬入することが可能となった。
さらに、ドリームリフター・オペレー
ションズ・センター２（DOC２）の稼
動により、より安定した効率性の高い
輸送システムが実現した。

中部国際空港株式会社

「フライト・オブ・ドリーム
ズ」の整備及び管理・運営

ボーイング787初号機の展示をメイン
とした複合商業施設「フライト・オ
ブ・ドリームズ」を平成30年10月に
オープン(令和３年12月23日リニュー
アル)し、その管理・運営を行った。

数値目標(1)(2)(3)(4) 幅広い層への航空産業の理解、興味の
拡大を図った。

中部国際空港株式会社

豊山町地区計画の区域内におけ
る建築物の制限に関する条例

都市計画法第12条の５に基づく地区計
画の策定及び地区計画の区域内におけ
る建築物の制限に関する条例を制定し
た。

数値目標(1)(2)(3)(4) 既存の航空宇宙関連産業の生産工場に
も隣接していることから、県営名古屋
空港と一体化して航空宇宙産業を核と
して、産業用地を集約配置すること
で、先端産業振興の拠点となる工業団
地の掲載が図られ、また、条例の制定
により航空機関連に特化した工場の立
地が図られる。

豊山町

VRTC航空宇宙産業等技術者育成
支援事業費補助金

航空機製造に関する設計・生産や構
造組立て、非破壊検査に関する技術
者及び生産部門における生産体制を
構築する人材の育成を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) ①航空宇宙産業高度技術者育成研修
・現場技能者育成　９人
・非破壊検査技術者育成　０人
・新規参入支援　受講者　０人
・中核人材育成　０人

②テクノプラザCAD研修
・航空CAD含む各種CAD研修　113人

岐阜県
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モノづくり教育プラザの管理・
運営

次代の航空宇宙産業を担う人材を育
成、確保するため、高校生を対象とし
た実習施設「モノづくり教育プラザ」
の管理・運営を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 次代の航空宇宙産業を担う人材を育
成、確保するため、高校生を対象とし
た実習施設「モノづくり教育プラザ」
を整備した。
平成29年４月に航空機に不可欠な組
立て、切削加工等の基本的技能を習
得するための実習施設（１号館）
を、平成31年４月に実機（機体・エン
ジン等）やデジタル設計ソフトを活用
した実習を行う施設（２号館）を開所
した。

※これらにより航空機製造の一連の工
程を学ぶことが可能

岐阜県

岐阜かかみがはら航空宇宙博物
館の管理・運営

航空宇宙産業の理解、興味の拡大のた
め、岐阜かかみがはら航空宇宙博物館
の管理・運営を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空宇宙産業の理解、興味の拡大のた
め、岐阜かかみがはら航空宇宙博物
館を平成30年３月24日にリニューア
ルオープンし、その管理・運営を
行った。
・令和５年度入館者数　213,002人

岐阜県

航空宇宙産業支援コーディネー
タ等による企業支援事業

公益財団法人岐阜県産業経済振興セン
ターに専門コーディネータ（３名）を
配置し、航空宇宙分野における県内企
業の新規参入、産学官連携・新技術開
発、人材育成、販路拡大などに関する
総合的な支援を切れ目なく実施するも
の。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空宇宙分野における県内企業の新規
参入、産学官連携・新技術開発、人材
育成、販路拡大などに関する総合的な
支援につながった。

岐阜県

国内外の展示会への出展による
新規参入・販路開拓支援

①機械技術要素展、②エアロマート名
古屋2023、③シンガポールエアショー
での中小企業に対する出展・商談を支
援した。

数値目標(1)(2)(3)(4) ①「機械技術要素展」において、県、
各務原市と共同で出展支援。
・出展団体数：７団体
・商談支援：84件
②「エアロマート名古屋2023」におい
て、県、各務原市と共同で出展支援。
・出展団体数：11団体
・商談支援：178件
③「シンガポールエアショー」におい
て、県が出展支援。
・出展団体数：２団体
・商談支援：17件

岐阜県
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ぎふ宇宙プロジェクト研究会に
よる勉強会（セミナー）の開催

宇宙産業を、将来の岐阜県の「中核産
業」として育成・支援するため、令和
３年度に設置した「ぎふ宇宙プロジェ
クト研究会」において、宇宙産業に関
心のある中小企業等を対象に、宇宙産
業の現状や日本の宇宙産業政策動向、
宇宙ベンチャー企業の取組など、最新
情報を提供する勉強会（セミナー）を
開催するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 宇宙産業に関心のある中小企業等を対
象に、宇宙産業の現状や日本の宇宙産
業政策動向、宇宙ベンチャー企業の取
組など、最新情報を提供する勉強会
（セミナー）を開催し、宇宙産業への
進出機運の醸成につながった。
・商談会：３回
（令和５年10月２日、令和５年12月
19日、令和６年３月７日）
・参加者数：93人

岐阜県

企業等による航空機システム分
野等の技術開発等の支援

航空機システム分野等の技術力向上に
つながる県内企業等の研究開発等に対
し補助金を交付するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 県内企業等による研究開発等を補助
（５件）

長野県、（公財）長野県産業振興機
構

航空機産業人材の育成や航空機
産業に関する工場内の体制整備
等の支援

①航空機産業人材の育成に資する講習
会に参加する費用の補助、②企業内の
体制整備に必要なコンサル等の招聘に
要する経費の補助、③航空機部品の生
産技術研修等の開催するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) ①補助件数　１者（２名)
②補助件数　３件
③開催回数　５回

長野県、（公財）長野県産業振興機
構

企業による航空機機能品・装備
品等の製造やＭＲＯ関連分野へ
の参入のためのニーズ・シーズ
マッチング

同左 数値目標(1)(2)(3)(4) ・メーカー等訪問によるニーズ入手
12件
・ニーズに対する県内企業マッチング
７件

長野県

航空宇宙産業における特殊工程
を行うための「航空宇宙産業ク
ラスター拠点工場」の整備

航空機産業における特殊工程技術機能
を有する拠点の整備を行うもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空機部品の特殊工程（熱処理・表面
処理・非破壊検査）を行う拠点工場２
棟が完成し、２事業者の入居が決定し
た。合わせて、特殊工程に必要な試験
検査機器を整備し、地域全体の航空宇
宙関連企業の技術・品質サポート体制
を構築し、引き続き運営管理を行って
いる。

長野県、飯田市、（公財）南信州・飯
田産業センター

航空宇宙産業分野に携わる中小
企業の中核人材育成講座の開催

生産管理技術及び品質保証等の習得に
向けた研修会、講習会等を実施するも
の。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空宇宙産業に携わる人材育成及び確
保のため、生産管理技術及び品質保証
等の習得に向けた研修会、講習会等を
開催した。

飯田市、（公財）南信州・飯田産業
センター、（公財）長野県産業振興
機構
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航空宇宙関連機器の開発におけ
る電磁波測定・試験評価施設
「飯田EMCセンター」設備及び
環境試験設備の拡充

試験評価設備整備による航空機産業試
験体制強化を強化するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 試験評価施設「飯田EMCセンター」へ
航空宇宙産業関連分野に向けた高レベ
ルのノイズ試験機器等を導入を行い、
運用を行っている。また、平成28年度
より環境試験設備（５試験）の整備を
実施した。

飯田市、（公財）南信州・飯田産
業センター

信州大学による「航空機システ
ム共同研究講座」の開設

航空機システム分野の研究開発、人材
育成を実施するもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 航空機システム分野の研究開発を実施
するとともに、飯田下伊那地域や航空
機システム業界へ高度な人材を育成
し、排出することを目的として設立。
令和５年度は、10名の修了生を輩出し
た。

長野県、飯田市、南信州広域連合、
（公財）南信州・飯田産業センター、
金融機関等

宇宙ビジネス創出推進自治体
（S-NET)への選出

衛星データ等を活用した宇宙ビジネス
の創出・行政業務効率改善を検討する
もの。

数値目標(1)(2)(3)(4) ①令和５年度課題解決に向けた先進的
な衛星リモートセンシングデータ利用
モデル実証プロジェクト「機械学習手
法を用いた不法盛土箇所の検出及び地
盤変動リスク分析」への参画（事業主
体:株式会社Synspective）
②S-NETセミナーin長野市（令和５年
11月21日)
　主催：内閣府、経済産業省
　共催：長野市
　行政における衛星データ利活用につ
いてのセミナーと衛星データ活用のハ
ンズオン研修の実施

長野市

新産業創出に向けた戦略テーマ
として「宇宙利用産業」の設定

①衛星データの行政利用を呼び水に民
間利用を推進
②宇宙利用産業推進の機運を醸成

数値目標(1)(2)(3)(4) ①庁内向けソリューションデモ
衛星データ活用のソリューション

と、庁内担当課が抱える課題のマッチ
ングを実施
②長野市宇宙フェスタ（令和６月３
日８～３月10日)
　市内小中学生を対象に宇宙展示、講
演会、ワークショップを開催
　延べ参加者2,868人

長野市

中核人材の育成研修 航空宇宙産業の製造ラインの専門職従
事者を対象とした専門機関による出前
研修をするもの。

数値目標(1)(2)(3)(4) 研修受講者数：５社８名 静岡県
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販路開拓支援 重工メーカーOB等の航空宇宙コーディ
ネータ等による受注活動支援を行うも
の。

数値目標(1)(2)(3)(4) エアロマート名古屋2023（令和５年
９月26日～28日）に４社が出展
フライングカーテクノロジー展（令
和５年９月13日～15日）に３社が出展

静岡県

特区の掲げる目標の達成に寄与したその他の事業
事業名 事業概要 関連する数値目標 実績 自治体名

体制強化、関連する民間の取組等

民間の取組等

愛知県における航空宇宙産業の継続的な発展のため、地域が一体となって推進するための事業を実施することを目的に『あいち・なごやエアロス
ペースコンソーシアム』を平成30年に設立し、県が事務局を務め、名古屋市や（一社）中部航空宇宙産業技術センターを始めとした県内の航空宇
宙産業に関わる行政、支援機関、業界団体及び大学が参画している。
愛知県・名古屋市などが中心となって負担金を拠出し、国内外の展示会・商談会への出展支援、各階層に応じた人材育成や高校生向けインターン
シップ、競争力強化のため専門家によるコンサルティング、航空宇宙産業への新規参入支援等を構成機関が連携して行っている。

静岡県内の中小製造業者からなる『静岡航空宇宙産業プロジェクト協同組合「SOLAE」』では、航空機部品・アセンブリ共同受注グループとして、共同
受注体制を構築するとともに、エアロスペースシンポジウムに出展するなどのグループのPRや技術のレベルアップを図っている。令和６年３月時点
で、県内14社が参画している。

体制強化

商工団体（長野商工会議所）の中に長野宇宙利用産業研究会が発足している。
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